
５年社会科学習指導略案 

指導者 洋野町立林郷小学校 

永 瀬 康 知 

日 時 平成３０年２月２日（金） 

児 童 男子４名 女子１名 計５名 

１ 単元名 これからの食糧生産 

２ 本時の目標 

  ・日本のカカオ豆の輸入相手国では、児童労働の実態があることをとらえさせる。 

  ・フェアトレードの仕組みを知り、これからの買い物の仕方や食料の選び方について考えさせる。 

       主な学習活動     指導上の留意点（評価◎） 主な資料等 

１ チョコレートについて、原料やその原産国 

 について知っていることを出し合う。 

２ フェアトレード製品のチョコレートと普通

のチョコレートを食べてみる。 

 

３ カカオ農園で自分たちと年齢が変わらない 

  子ども達が働いている写真を見る。 

 

４ 学習課題を把握する。 

 

 

 

・チョコレートの原料が、カカオ豆であ

ることをおさえる。 

・どちらの製品も味などの品質に違いが

無いが、一方にフェアトレードのマー

クが入っていることに気付かせる。 

・自分たちが食べているチョコレートの

カカオ豆が、過酷な児童労働によって

生産された物だったら、どんな気持ち

になるかを考えさせる。 

 

 

・２種類の 

 チョコレ

ート 

 

 

・カカオ農園

の写真 

３ 日本のカカオ豆の自給率と輸入相手国を 

  調べる。 

 

 

 

 

 

４ カカオ農園で行われている児童労働の実態

を調べる。 

 

 

５ フェアトレードについて知る。 

 

６ これからどのような食べ物の選び方をすれ 

  ばよいか考え、話し合う。 

・日本のカカオ豆が１００％輸入に頼っ

ていることと、その７割がガーナであ

ることに気付かせる。 

   

 

 

 

・カカオ農園で働いている子ども達の年

齢や労働時間などをとらえさせる。 

◎児童労働の実態や課題を捉えている。 

【知】 

・児童労働の排除など、フェアトレード

が目指していることをとらえさせる。 

・生産者と消費者のどちらのことも考え

るよう助言する。 

◎フェアトレードが目指していることを 

 意識した選び方をしているか。【思】 

・日本のカカ

オ豆の輸

入先の割

合を示す

円グラフ 

 

 

・ACEの 

 HP 

 

 

 

・フェアトレ

ードジャ

パンのHP 

７ 学習して考えたことをノートにまとめる。 ・カカオ農園の児童労働の実態やフェア

トレードのことを知る前と考えがどの

ように変わったかをまとめさせる。 

 

 

 

    カカオ豆の輸入先 

 １位 ガーナ 70.8％ 

 2位 コートジボワール 8.5％ 

 3位 ベネズエラ 7.1％ 

 4位 エクアドル 7.1％ 

 5位 ドミニカ共和国 2.1％ 

 どんな食べ物の選び方をすればよいか 

考えよう。 

 



【資料】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本時で使用したチョコレート 

授業の導入で提示した写真 

NPO法人 ACEの HPで児童労働の実態を捉えさせた 

資料として提示した ACEの HPの一部 

フェアトレードのチョコレートとその他のチョ

コレートを見比べる児童 

         児童の学習感想 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【児童の感想】 

・これからは、商品をよく見て、安全なものを買いたいし、消費する人のことだけではなく、作っている人のこ

とを考えながら買っていきたい。 

・一度も学校に行けないで、働かなければいけないのがすごく悲しいと思いました。これから、フェアトレード

が続いていけばいいなあと思いました。 

・ぼくは、今まで生産者のことをあまり考えずに買っていたけど、今度からは進んで生産者のことを考えて買う

ことにしたいです。 

・今日、この学習をして分かったことは、コートジボワールには、約１３万人の子どもが農園で労働していると

いうことです。 

・今日、勉強して「フェアトレード」は、いいことを目指していると思ったので、フェアトレードの物を見つけ

たら、買いたい。生産者のことも消費者のことも考えて買いたい。 

【考察】 

 この授業を実践して、概ねねらいに到達できたのではないかと考える。その理由は、「チョコレート」という

身近な食べ物と、児童にとって、自分達とほとんど年齢の変わらない子ども達のことを題材として扱ったからで

はないだろうか。また、実物のフェアトレードの製品を準備し、また、フェアトレードの目指すところを資料を

用いて捉えさせた点も有効であった。 

 ただし、反省点もある。まず、フェアトレードについて、指導者も児童も理解が浅いということだ。フェアト

レードの製品は、他にも多数存在し、目指すところは児童労働の撤廃だけではないということを十分に認識した

上で、指導する必要があると感じた。今回実践するうえで、自分自身もある程度の知識を得て臨んだわけだが、

より正確で広い知識をもたなければならない。今回の児童の感想を見ると、 

「生産者のことを考える」ということに留まっており、深まりが足りなかった印象がある。 

 最後に、今回は社会科で実践したわけであるが、「消費者教育」の分野は、家庭科、総合的な学習の時間、道

徳、外国語活動、というように教科横断的に扱っていく必要があるのではないだろうか。今回は、題材の良さに

加えて、取り組みやすさという点も加味して、社会科を選択したが、工夫することによって、様々な教科で取り

扱うことができる。また、「消費者教育＝物の買い方、お金の使い方」のみではないので、教師自身が、幅広い

分野に関心をもち、決して授業の中だけで触れていくのではなく、日常的に児童と共に考えていく機会を設けて

いかなければならない。 

 


